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はじめに 

 このドキュメントでは、ExamSystem0.94 および Xoops モジュール e-frit0.94 の仕様を

解説する。今回のバージョンアップでは、アクセス許可機能をより充実させた。これまで

のアクセス権限の不整合を解消した。そして、教員側から模擬試験の情報閲覧を要請し、

それを受講者が許可する機能を追加した。（電子情報通信学会教育工学研究会におけるアド

バイスに従って修正したところもありますので、関係の方々には心よりお礼を申し上げま

す。） 

 

修正個所 

・クラス一覧からたどって、教員が許可のない受講者の模擬試験へアクセスできる不整合

を解消 

 

追加機能 

・教員による受講者の模擬試験履歴閲覧申請機能 

・受講者による申請許可機能 

 

インストール方法 

HowToInstall.pdfおよび e-frit_setting04.docを参照。 

 

アップグレード方法 

ExamSystemの場合： 

 1 解凍したフォルダーごと上書き 

 2 ブラウザーから、[exam_systemの url]/upgrade/093to094.phpにアクセス 

e-fritの場合：従来と同じ 

 1 解凍したフォルダーごと上書き 

 2 /data/constat.phpを削除 

 3 通常の Xoopsモジュールアップグレード動作 

 4 /dataフォルダーを読み書き可能にする 

 5 /admin/index.phpにアクセス 

 



利用方法 

＜＜教員＞＞ 

STEP１ クラス一覧へ 

教員側トップ画面から、「テストをしたい（クラス一覧）」をクリック 

 

 

図 1 教員側トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



STEP2 模擬試験画面へ 

 クラス一覧には、そのクラスにおいて実施された模擬試験の数がリンクとなって表示さ

れているので、それをクリックする。 

 

 

図 2 クラス一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



STEP3 閲覧申請（不整合修正個所） 

クラスにおいて実施された模擬試験一覧では、模擬試験にトライした受講者の一覧も表示

される。以前は、許可のない受講者のものでも、ここから模擬試験の回答履歴を見ること

ができ、詳細の履歴へのアクセスもできていた。だがこのバージョンでは、許可がでてい

ない教員は、履歴へのアクセスができなくなった。その代わりに、許可を申請するボタン

を表示する仕様に変更した。 

 

 

図 3 クラス模試情報一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜＜受講者＞＞ 

STEP4 閲覧許可動作 

 閲覧申請がなされると、申請がある旨がユーザのトップ画面に表示される。 

 

 

図 4 ユーザ側トップ画面 

申請の件数が表示され

ている。それをクリック

すると、ポップアップで

リンクが表示。 



 

表示のリンクをクリックすると、模擬試験の履歴画面にジャンプするので、前バージョン

と同様の手順で、閲覧を許可する。 

 

 

図 5 模擬試験履歴画面 

 

 


